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資料　早期体験学習の試み

看護学生の看護・介護等体験の試み

北原悦子（看護学科）

A　Report　on　Trial　for　Early　Learning　Experience

Etsuko　Kitahara

　本校の看護学科1年生の基礎看護学の授業にお

いて最も基本的な科目は看護学概論である。第1

学期に1単位，30時間で開講し，その教育目標は

「人々の健康支援をめざす看護学の導入部として

人々を生活者としてとらえ，生活者の健康と環境

の相互関係，看護と看護理論の歴史，現代の患者

意識をもとに看護の役割と機能を理解する」こと

である。

　上記の教育目標を達成するためにさらに細かく

看護の概念，歴史の中の看護，看護の対象，看護

の機能と役割，看護職員と保健医療福祉サービス

という内容の単元で教授している。平成11年度は

教官数の都合により3名の看護教員でオムニバス

方式で教授した。事前の打ち合わせにおいてこの

科目においてどういうことを学生が学んでほしい

か，ひいてはどういう看護学生であってほしいか

を検討した。その結果，「看護の基盤となる科目で

あるので学生は真摯に学び，看護に関心をよせる

とともになぜだろう，どうしてだろうという自ら

が発する疑問や興味に対して主体的に考え，行動

して問題解決能力を育む」という合意を得た。

　筆者は看護職員と保健医療福祉サービスの単元

8時間を担当した。単元の教育目標について「看

護職員の法的な立場とマン・パワー，および看護

活動の場を教授し，保健医療福祉サービスとの関

連を理解する」とした。その教育内容としては，

1）看護職員の教育制度と国家資格（保健婦助産

婦看護加法）の法的な立場，2）マン・パワー，

3）保健医療福祉チームと看護チームの違い，

4）看護活動の行われている場所の概要などであ

る。1）～3）の授業内容終了後，夏季休業と

なった。看護教員間で看護学概論の夏季休業中の

課題を検討した結果，各々の単元において主体的

な取り組みのレポートをまとめることを課題とし

た。筆者の単元においては看護職員と保健医療福

祉サービスの理解の観点から，また現在，九州大

学医学部をはじめ，多数の医学部で医学部学生に

臨床実習早期教育の一環として，クリ軸比ルク

ラークシップが実施されている状況に鑑みて入学

後，早期に看護職員と看護が行われている場の理

解と体験が必要と判断した。このことは永年，学

科で懸案事項となっていた2年目に臨地実習体験

がなされなくて3年次に集中することの弊害，ま

た卒業後，就職時のリアリティショックからくる

荷重と不適応の度合いが強い卒業生や，短期間で

離職する学生の増加などの現状から今後の看護教

育の課題となっている。筆者はレポートの課題を

大きく3つの項目に分け，その中から学生の興味

や意欲により，1つを選択して詳しく理解し，体

得してもらうようにした。レポートの内容は以下

のとおりである。

レポート1：看護職員と保健医療福祉サービスに

関連した単行本や報告書からそれらの実態を知り，

解釈して自分の意見や見解を述べる。

レポートII：看護活動が行われている場所に自ら

正式な手続きをとり，出向いて実態や具体的活動

内容について詳しく述べる。

レポートIII：看護と保健医療福祉サービスに関連
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するボランティアに参加してその組織構成，活動

目的，具体的活動内容について詳しく述べる。

上記のレポートIIおよびIIIに関しては学生が任意

の医療施設やボランティアサークルに参加してい

ない限り，通常の社会的なマナーにそって個人で

主体性をもってアポイントメントを取り，責任あ

る行動をする必要がある。この点については学生

は未経験者が多いことが考えられるのであらかじ

め教員が助言しておく必要があるので以下のよう

に行った。

1）施設の代表に文書または電話にて見学，研修，

　インタビューなど自分の目的を伝え，アポイン

　トメントを取り付ける。

2）訪問時は時間に遅れないように礼節ある服装

　や態度で対応する。

3）目的や具体的な質問内容や打ち合わせ内容を

　列記しておく。

4）見学，研修等の許可がおりて看護の場に参加

　する場合は指定された適切な服装を着用し，そ

　の施設のルールを遵守する。

5）スタッフや患者，家族および利用者，介護者

　に対して学生らしく，礼儀を守って接する。

6）見学，研修中に不明な点，疑問点が生じた場

　合や失敗をした時はスタッフに相談する。

7）見学，研修中に担当教官に連絡しなければな

　らない事態が生じた場合は直ちに連絡して対処

　してもらう。

8）終了したら時間を空けずに礼状を出す。

9）担当教官から各施設への礼状が必要なので施

　設の住所，施設名，代表者名を届ける。

老婆心ながら上記のような注意事項を付記した。

結果は以下のようであった。（表1）

　これらの結果は看護学生の主体的な早期体験学

習を導入するにあたり，有用な基礎的資料と成り

うると考えるが更なる考察が必要である。
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